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⽬ 次 
はじめに 
 
試験的共⽤課題報告 

１）BL02U：軟 X 線超⾼分解能共鳴⾮弾性散乱ビームライン 
１-１）「オペランド計測系の導⼊による超⾼分解能 RIXS のマルチモーダル化」 
課題責任者：原⽥慈久（東京⼤学・教授） 
１-２）「銅酸化物⾼温超伝導体の集団励起の観測による RIXS 装置性能の実証」 
課題責任者：鈴⽊博⼈（東北⼤学・助教） 
１-３）「超⾼エネルギー分解能 RIXS による銅酸化物⾼温超伝導体の素励起研究に向
けた BL02U の活⽤推進」 
課題責任者：藤⽥全基（東北⼤学・教授）、⽯井賢司（量研・上席研究員） 

２）BL06U：軟 X 線ナノ光電⼦分光ビームライン 
２-１）「ナノ空間電⼦計測による新奇トポロジカル量⼦現象の解明」 
課題責任者：佐藤宇史（東北⼤学・教授） 
２-２）「外場印加を活⽤した顕微スピン ARPES 装置の開発」 
課題責任者：奥⽥太⼀（広島⼤学・教授）、岩澤英明（量研・上席研究員） 
２-３）「BL06U 原⼦層物質科学のための顕微 ARPES システム構築」 
課題責任者：⽯坂⾹⼦（東京⼤学・教授） 

３）BL13U：軟 X 線ナノ吸収分光ビームライン 
３-１）「分割アンジュレータを活かした X 線分光法の開拓」 
課題責任者：松⽥巌（東京⼤学・教授） 
３-２）「軟 X 線ナノ吸収分光のためのギガピクセル X 線顕微鏡」 
課題責任者：⼩野寛太（⼤阪⼤学・教授） 
３-３）「コンビナトリアル XMCD 分析基盤の開発」 
課題責任者：境誠司（量研・上席研究員）、上野哲朗（量研・主幹研究員） 
３-４）「NanoTerasu BL13U におけるオペランド⾃動顕微測定システムの構築」 
課題責任者：⼀杉太郎（東京⼤学・教授） 
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はじめに 
 
国⽴研究開発法⼈量⼦科学技術研究開発機構QST（以下「QST」という。）が国の主体と

して整備している３GeV ⾼輝度放射光施設 NanoTerasu（以下「NanoTerasu」という。）」
の共⽤ビームラインでは、建設後の⽴ち上げから本格的共⽤開始までの間に、ビームライン
およびエンドステーションの⽴ち上げ・調整を進めると共に、試験的な利⽤実験を⾏い確実
に本格的共⽤のユーザー利⽤へと繋げることを⽬的として、試験的共⽤課題を実施するこ
ととした。課題の選定にあたっては、装置の⽴ち上げにも協⼒が⾒込まれる潜在的ヘビーユ
ーザーを候補者として、2023 年度「次世代放射光施設利⽤検討委員会」において⽊村昭夫
委員⻑（広島⼤学教授）のもとヒアリングを⾏い決定した。 

試験的共⽤課題は 2024 年 5 ⽉より 2025 年 2⽉までの期間で実施され、ビームラインお
よびエンドステーションの⽴ち上げ・調整や、利⽤実験へのフィードバックなどに⼤きな貢
献を果たし、2025 年 3⽉ 9⽇に本格的共⽤を開始するに⾄った。本報告書は試験的共⽤課
題の各課題における実施計画および実施報告の資料を取り纏めたものである。 
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I. Matsuda et al., 
e-J. Surf. Sci. Nanotechnol. 17, 32 (2019).
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